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南山大学ヨーロッパ研究センター報 第 24 号
―　62　―
否両論を繰り広げる一幕もあった26。日本でも現在、南京大虐殺の問題や従軍慰安婦
の記憶をめぐって、学問的であると同時に政治的な論争が続いている。そこでは、歴
史は科学として真理を述べるべきという要求と、歴史は物語であるがゆえに真理を確
定しえないという懐疑主義のあいだで、議論はともすれば硬直に陥りがちである。
　歴史は科学でも文学でもあるというジャブロンカの主張は、このような閉塞状況を
打破し、歴史についての開かれた議論をうながすものである。その基本的な姿勢は、
ひとことで言うと、出来合いの結果よりも探究の過程そのものを指し示す点にある。
それは、歴史研究の現場を明らかにすることで、現代の歴史学が抱えるさまざまな問
題―歴史と記憶の対立、歴史のフィクション性、表象不可能性など―を整理する
のに役立つだろう。とはいえそれはかならずしも、問題の最終的な解決を即座にもた
らすものではないだろう。実利的な効果のみが求められがちな今日の風潮の中で、こ
のような提案がどれほどの求心力を持つかは定かではない。とはいえこのような地道
な実践を重ねることこそが、歴史研究を前進させる最も確かな手段であるとジャブロ
ンカは信じているように見える。
付記
　本論文はJSPS科研費26370373ならびに2017年度南山大学パッへ研究奨励金I―A―2
の助成による研究成果の一部である。
26 平野千果子『フランス植民地主義と歴史認識』岩波書店、2014年を参照。
